
 
 
 
 

＝ なぜ「情報モラル教育」が必要とされるのか ＝ 
急速な情報社会の変化の中で，今までの日常モラルや社会のルールでは解決できない局面に出くわすことが起こるようにな

ってきました。その際に適切な対応がとれるように，小学校低学年のうちから，情報モラルの視点をもって道徳的な心を磨い

たり危険を回避するための知恵を身に付けたりする必要が出てきました。 

「情報モラルは，特定の学校，特定の教師だけが実施するものではなく，全ての学校全ての学級で全ての教育活動を通して

実施され，児童生徒が等しく習得すべき基本的な能力です。 

指導内容の重複や飛躍を生じさせないために，指導内容の体系化・系統化・標準化が求められます。 

・体系化とは，「２領域５分野」の内容にバランスよく取り組むこと。 

・系統化とは，どの学年でどのような内容を指導するのか，発達段階に応じて指導内容を積み上げること。 

標準化とは，進級・新学した際の児童生徒のレベルを揃えるため，統一（共通）したカリキュラムを実施すること。 

モラル年間指導計画」を作成し，全校へ配布しました。さらに，平成２３年５月には「宇都宮市情報モラル年間指導計画改訂

版」を作成し，教育情報システム内「Webカリキュラムセンター」に掲載して，全ての教職員用パソコンから閲覧できる 
 
 
 
 
 
 
 
 
ようにしています。 
※教育情報システム「TOP」→左下ボタン「Webカリキュラムセンター」→「情報モラル年間指導計画」 
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～学校で情報機器を活用するためのヒントや授業実践例などを紹介していきます。～ 

＝学校に求められる，計画的な情報モラル教育への取組 ＝ 
宇都宮市では，平成２２年４月に「宇都宮市情報モラル教育年間指導計画」を作成し，全校へ配布しました。 

指導内容の重複や飛躍を生じさせないために，指導内容の体系化・系統化・標準化が求められます。 

・体系化とは，「２領域５分野」の内容にバランスよく取り組むこと。 

・系統化とは，どの学年でどのような内容を指導するのか，発達段階に応じて指導内容を積み上げること。 

・標準化とは，進級・進学した際の児童生徒のレベルを揃えるため，統一（共通）したカリキュラムを実施すること。 

 情報モラル教育を体系化・系統化・標準化して行うために，各教科・領域で実施する内容については，年間指導計画に位

置付けるなどして計画的に実施していくことが求められます。特に，新学習指導要領の内容改善点に挙げられている道徳に

おける情報モラル教育の取扱いについては，校内での共通理解が必要です。 

宇都宮市情報モラル教育年間指導計画 情報モラル教育題材一覧表 

・緑色の題材は，平成２３年２月に栃木県
教育委員会で作成・配布した「情報モラル
育成資料集」の道徳教材を活用して行いま
す。 
・中学生になると，インターネットやメー
ルの利用率が高まることから，右表の赤線
の題材を入れ替え，１年生で「法律やネッ
ト利用上のルール」について学習すること
としました。（H24年度より） 
・学校の実態に合わせて内容の配置を 
工夫するなど，学校裁量により 
自校化していくことが大切です。 

情報モラル年間指導計画のポイント！ 

①中学校９年間を通して，体系的・系統的に取り組む内容  
（３３題材）を明示し，標準化を図る 

②３３題材全ての具体的な指導事例を作成 
 ・朝の会や帰りの会で（指導時間15分程度） 
 ・各教科の中で（指導時間 本時の中の一部分） 
 ・学級活動や道徳で 
（指導時間 小学校45分・中学校50分） 
③既存の情報モラル指導教材を積極的に活用 
 ・スズキ教育ソフト「あんしん・あんぜん情報モラル」 
 ・栃木県総合教育センター「子どもたちがネットトラブ

ルにあわないために」 
④家庭通信を用意し，家族で話し合う機会を提供  

文部科学省「情報モラル指導者研修ハンドブック」より 



平成２４年度用「技術・家庭科年間指導計画【中学校１年-２月 技術分野】」への記入例 

平成２４年度用「国語科年間指導計画【小学校５年-５月】」への記入例 

平成２４年度用「図画工作科年間指導計画【小学校２年-１２月】」への記入例 



□ コンピュータやパソコン室の使い方を知る 

 〈生活科〉「草花や虫と遊ぼう」   峰小学校 1 年（7 月） 

公園で見つけた草花や

虫を発表し合う活動では，

友達がデジタルカメラで

撮影した写真を，パソコ

ン室の児童用パソコンで

確認しながら情報交換を

行いました。また，１年生にとっては初めてのパソコン室

での授業となることから，きめ細やかな支援を行うことが

できるよう，担任と情報教育主任がＴＴで行う授業形態と

しました。 
生活科のねらいを達成しつつ，パソコンの操作が必要な

場面では，基本的なパソコンの操作方法やパソコン室の使

い方を身に付けさせることができました。 

□ 掲示板の利点と注意点を理解する 

   〈学級活動〉    西小学校 5 年（7 月） 

動画教材（スズキ教育

ソフト「あんしん・あん

ぜん情報モラル」）を視聴

し，掲示板は有益な情報

を得ることができるが，

悪意をもった人がまぎれ

込んでいる可能性もあることに気付かせました。 
まとめに，掲示板に参加する際に注意することを各自考

えさせ，全体で話し合うことで，「書き込みの内容をよく確

かめる」「個人的な情報を求める掲示板はさける」「なりす

ましに注意する」など，参加してはいけない掲示板を見極

めるためのポイントを押さえることができました。 

□ 相手の気持ちを考える「わたしが送ったメール」 

〈道徳〉   陽南小学校 6 年（5 月） 

 栃木県教育委員会発行

「情報モラル育成資料

集」にある道徳資料「わ

たしが送ったメール」を

取り上げ，主人公が由美

に送ったメールに込めた

気持ちや，送ったメール

が結果的に３人の間の溝を深めてしまった理由について考

えさせました。 
児童は，文字だけのやりとりの危うさと，常に受け手の

気持ちを十分に考えて情報発信することの大切さに改めて

気付き，よりよいコミュニケーションとは何かについて

各々の立場で考えることができました。 

□ 健康面に配慮した情報メディアとのかかわり方について考える 

       〈学級活動〉   豊郷中学校 1 年（12 月） 

 動画教材（スズキ教育ソ

フト「あんしん・あんぜん

情報モラル」）を視聴し，ネ

ット依存について考えまし

た。 
生徒たちは，ネット依存

とはどのような状態のこと

で，どのようなことをきっかけに陥ってしまうのか，動画

教材に登場する主人公の生活を通して理解を深めることが

できました。また，ネット依存の症状がないか，ネット依

存にならないために日ごろから注意すべきことは何かにつ

いて，自らをかえりみて確認することもできました。 

□ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用上の注意（ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ） 

〈学級活動〉   城山中学校 ２年（11 月） 

動画教材（スズキ教育

ソフト「あんしん・あん

ぜん情報モラル」）を，パ

ソコン室生徒用端末で視

聴し，音楽データのダウ

ンロードなど，インター

ネットを利用する上での注意について考えました。 
生徒からは，「何気なくダウンロードしていたデータにウ

イルスが入っている可能性があることに驚いた。」「スパイ

ウェアという言葉は知っていたが，どんなことが起きるか

は知らなかった。」等の意見が出されました。生徒は，イン

ターネットでのデータのやり取りには危険が伴うことを改

めて認識したようです。 

□ 法律やネット利用上のルールを知ろう 

〈技術〉「情報とコンピュータ」   旭中学校 3 年（10 月） 

動画教材（スズキ教育

ソフト「あんしん・あん

ぜん情報モラル」）を，パ

ソコン室生徒用端末で視

聴し，法律やネット利用

上のルールについて考え

ました（管理ソフトによる画面転送機能を活用）。 
生徒からは，「現実の社会と同様にネット社会にもルール

があり，それを守らなければならないことを，詳しくは知

らなかった。」「自分や相手，他人のプライバシーを守ると

ともに，悪用などを許さない心を持つことが大切。みんな

が気持ちよくインターネットを使うことができればいいと

思った。」等の意見が出されました。 


